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147No.議 案 質 疑
― 提案された議案の疑問点を問う ―

農業委員会委員人事
― 任期満了に伴う新たな委員の任命 ―

行 政 報 告
― ごみ処理施設の整備について ―

新庁舎等建設及び関連事項に
関する特別委員会

一 般 質 問 [ 石 井 大 輔 ・ 宇 田 川 亮 ・ 野 口 美 恵 子 ・ 西 藤 典 子 ]

― 第７回 ―

― 行政全般について現状や方針を問う ―



66 月定例会月定例会
令和 6 年度予算などを審査する令和 6 年度予算などを審査する

３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、

６月定例会の内容をお届けします。

６月定例会は、主に今年度の補正予算につ

いて審査しました。

６６月定例会の流れ月定例会の流れ
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議案の上程
町長による議案の提案説明　６/５  ㊌

議案質疑　６/１２ ㊌
提案された議案に対し、議員が質疑を行い
付託委員会を決定（関連２～３ページ）

民生産業委員会　６/１３ ㊍
付託された議案を審査

総務文教委員会　６/  １４  ㊎
付託された議案を審査

一般質問　６/１０  ㊊　   （  休  会　６/１１  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を解く（関連記事７～ 1 １ページ）

委員会審査報告　６/１８  ㊋ 
各常任委員会での審査結果を委員長が報告
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本
会

議

08

質疑・討論　６/１８  ㊋ 
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　６/１８  ㊋ 
議案の可否を決める（関連５ページ）

鞍手町税条例の一部を改正する条例鞍手町税条例の一部を改正する条例
◆令和６年度の個人住民税所得割から、納
税者及び配偶者を含めた扶養家族１人につき
１万円の減税の実施等を内容とする地方税法
等の一部を改正する法律及び地方税法施行令
の一部を改正する政令が、令和６年３月 30
日に公布されたことに伴い鞍手町税条例の一
部を改正するもの

Ｑ住民税１万円を減税するとのことだが、対象人住民税１万円を減税するとのことだが、対象人

数は。それと住民税１万円未満の方の対応は。数は。それと住民税１万円未満の方の対応は。

また、時期はいつ頃になるのか。また、時期はいつ頃になるのか。

Ａ所得割定額減税対象納税義務者数として 6,128

人、被扶養者親族の人数は 2,228 人、控除対象

配偶者数は 1,114 人の合計 9,470 人が対象とな

ります。また、住民税の定額減税が控除に至ら

なかった方につきましては、調整給付金という

形で減税いたします。時期については７月下旬

を目標に調整しています。

原案
承認

令和６年度鞍手町国民健康保険事業令和６年度鞍手町国民健康保険事業
特別会計補正予算 ( 第１号 )特別会計補正予算 ( 第１号 )
◆マイナンバーカードと健康保険証の一本
化に伴うシステム改修委託料

Ｑいきなり保険証がなくなると、混乱を招くといいきなり保険証がなくなると、混乱を招くとい

うことで、近隣市町村では、経過について詳しうことで、近隣市町村では、経過について詳し

く説明した文書を配布していたが、鞍手町としく説明した文書を配布していたが、鞍手町とし

ての対応は。ての対応は。

Ａ今までの国民健康保険証からマイナンバーカー

ドへ保険証の役割が変わるということについて、

国のほうからも住民説明に関しては十分に行う

ようにと言われていますので、しっかり広報し

ていきます。

原案
可決
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議 案 質 疑
様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。

６ ６ 月定例会月定例会

令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第１号）令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第１号）
■補正額　　６，２９０万３千円　　　■補正後予算総額　　１３１億３，９８０万円
◆防犯灯設置工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，３１６万７千円
◆農業用ため池の堆積土砂の撤去費　　　　　　　　　　　　１，４３０万円
◆高速道路跨道橋３橋の撤去工事に係る土地購入費　　　　　２，６８５万５千円

Ｑ新規に延伸した県道直方鞍手線に防犯灯新規に延伸した県道直方鞍手線に防犯灯

を設置する考えは。を設置する考えは。 Ａ新規開通に伴い中山交差点から旧サンダースイ

ミングまでの 550 ｍの間に、地域住民の安全安

心のため防犯灯を設置することとしています。

Ｑ高速道路跨道橋撤去事業費の土地購入費高速道路跨道橋撤去事業費の土地購入費

について、土地の購入理由は。について、土地の購入理由は。 Ａ現在、事業を行っています九州縦貫道をまたぐ

跨道橋撤去工事に必要な用地取得となります。

３橋を撤去するにあたり、工事車両及びその橋

梁解体の作業スペースが必要となることから、

下松尾橋に隣接している土地を購入するもので

す。

鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◆国民健康保険税の後期高齢者支援金分に係る課税限度額の引き上げ及び５割・２割の
減額対象となる世帯の所得の基準となる金額の引き上げを内容とする、地方税法施行令の
一部を改正する政令が、令和６年３月 30 日に公布されたことに伴い鞍手町国民健康保険
税条例の一部を改正するもの

反対討論反対討論

　国民健康保険税限度額は、2008

年から 16 年間で 68 万円から 106 万

円へ 1.5 倍以上に引き上げられま

した。特に令和４年度から３万円、

２万円、２万円と３年連続の引き上

げです。国保には構造的な問題があ

り、１つ目が均等割負担があるため

世帯人数が増えると所得が低くて

も限度額に達し、子どもが多いほど

西藤典子西藤典子議員議員

原案
承認

原案
可決

負担が重い。２つ目に被用者保険

は報酬月額に基づくが、国保は自

治体ごとの保険料率で低所得でも

限度額に達することがあるという

保険料率の差。３つ目に国保の被

保険者は加入世帯の４割が年金生

活者などの無職の方々、また３割が

非正規労働者等で低所得者が多く

加入する医療保険制度であり事業

主負担がないこと、これが非常に負

担が重くなる原因になってます。国

民の４人に１人が加入する国保が

他の医療保険制度に比べて不公平

で、町民に大変重い負担を強いる制

度になっているわけです。

　国保制度の開始当初は国庫負担

が謳われていたが、その後は抑制が

続いています。全国知事会、全国市

長会それから全国町村長会なども、

定率国庫負担の増額を要望してい

ます。高知市の前岡崎市長も限度額

の一律引き上げは限界に達してい

ると指摘されていました。国保制度

の持続のためにも、鞍手町長が制度

改革の先頭に立ち、町民の負担軽減

に尽力されることを要望し、反対討

論とします。
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人 事 案 件６ ６ 月定例会月定例会

農業委員会委員の任命農業委員会委員の任命

農業委員会農業委員会委員委員
浦部　篤 浦部　篤 氏
うらべ　  あつし

遠藤 幸男 遠藤 幸男 氏
えんどう ゆきお

香月 宏一 香月 宏一 氏
かつき  こういち

幸田　剛 幸田　剛 氏
こうだ　  つよし

小長光 隆 小長光 隆 氏
こながみつ  たかし

島仲 繁雄 島仲 繁雄 氏
しまなか しげお

白石 信幸 白石 信幸 氏
しらいし のぶゆき

田中　勉 田中　勉 氏
たなか　  つとむ

筒井 浩一 筒井 浩一 氏
つつい  ひろかず

深草 雄介 深草 雄介 氏
ふかくさ ゆうすけ

古野 久和 古野 久和 氏
ふるの  ひさかず

安永 洋一 安永 洋一 氏
やすなが よういち

栗田 美和 栗田 美和 氏
くりた  よしかず

【農業委員会【農業委員会】とは

『農地等の利用の最適化の推進（担い手への農地の集積・
集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進）』
を中心に、農地法に基づく農地の権利移動の許可、農地
転用案件への意見具申など、農地に関する事務を執行す
る行政委員会として、鞍手町に設置されています。

同意 Go for it !!Go for it !!

任期：令和６年７月 20 日～令和９年７月 19 日任期：令和６年７月 20 日～令和９年７月 19 日
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審 議 結 果
◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）

６ ６ 月定例会月定例会

案件名案件名 議決議決
結果結果

議案第 24 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 25 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 26 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 27 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 28 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 29 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 30 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 31 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 32 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 33 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 34 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 35 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 36 号 鞍手町農業委員会委員の任命 ◎

議案第 37 号 専決処分の承認（鞍手町税条例の一部を改正する条例） ◎

議案第 38 号 専決処分の承認（鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〇

議案第 39 号 鞍手町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 40 号 令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第１号） ◎

議案第 41 号 令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ◎

議案第 42 号 令和６年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計補正予算（第１号） ◎

議案第 43 号 財産の取得 ◎

議
案
番
号

議
案
番
号

議
決
結
果

議
決
結
果

合計合計 許
斐
　
英
幸

田
中
二
三
輝

星
　 

正  

彦

宇
田
川
　
亮

野
口
美
恵
子

新
谷
　
留
晴

石
井
　
大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働
　
徳
仁

栗
田
　
美
和

西
藤
　
典
子

篠
原
　
哲
哉

賛
成

反
対

３８ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席賛否が分かれた案件賛否が分かれた案件

※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う
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、
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地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
大
き
な

　

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬

役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

意
を
表
し
ま
す
。

 

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
に

お
け
る
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
係
る
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
施
設
設
置
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

本
年
２
月
27
日
に
「
ご
み
処
理
施
設
候
補
地

選
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
計
３
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
候
補
地
の
選
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
月
29
日
に
ご
み
処
理

施
設
候
補
地
選
定
委
員
会
か
ら
選
定
結
果
報

告
を
受
け
、
当
初
の
７
候
補
地
か
ら
２
候
補

地
ま
で
絞
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
可
燃
ご
み
処
理
方
法
に
つ

い
て
は
、　
　

①①��

現
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
施
設
の
継
続
利
用

現
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
施
設
の
継
続
利
用

②
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
新
規
建
設

②
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
新
規
建
設

③③��

現
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
を
中
継
施
設
に
改
修
し
他

現
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
を
中
継
施
設
に
改
修
し
他

市
へ
処
理
委
託

市
へ
処
理
委
託

④④��

中
継
施
設
を
新
規
建
設
し
他
市
へ
処
理
委

中
継
施
設
を
新
規
建
設
し
他
市
へ
処
理
委

託託

　

以
上
の
４
案
あ
り
ま
し
た
が
、
②
の
「
可
燃

ご
み
処
理
施
設
を
新
規
建
設
」
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
４
月
１
日
付
で
組
合
長
が
宮

若
市
の
塩
川
市
長
か
ら
鞍
手
町
長
で
あ
る
岡

崎
町
長
に
変
更
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
体
制

に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
宮

若
市
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
さ
ら
に
本
年
４

月
１
日
か
ら
は
本
町
を
は
じ
め
、
宮
若
市
、

小
竹
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
職
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
整
備
に
向
け
て
は
組
合
の
組

織
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、「
株
式
会
社
エ

ッ
ク
ス
都
市
研
究
所
九
州
事
務
所
」
と
業
務

委
託
契
約
を
締
結
し
、
施
設
整
備
に
必
要
な

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

先
月
21
日
に
は
環
境
省
を
訪
問
し
、「
交
付

金
制
度
の
改
善
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
14
年
度
を
目
途
に

新
た
な
施
設
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

行 政 報 告
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６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
『
地
方
自
治
法
改
正
法

案
に
係
る
「
国
の
補
充
的
指
示
」
の
慎
重
審
議
を
求
め

る
意
見
書
』
を
採
択
し
、
意
見
書
案
が
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
は
、
内
閣

総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

『
地
方
自
治
法
改
正
法
案
に
係
る
「
国
の
補
充
的
指

『
地
方
自
治
法
改
正
法
案
に
係
る
「
国
の
補
充
的
指

示
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
』

示
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
』((

要
旨
）

要
旨
）

　

政
府
は
地
方
自
治
法
の
改
正
案
を
第
２
１
３
回
通
常
国

会
に
提
出
し
、
大
規
模
災
害
や
感
染
症
蔓
延
な
ど
「
国
民

の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
」
に
お
い
て
、
自

治
体
に
指
示
を
行
う
特
例
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
「
補
充
的
指
示
」
の
要
件
が
不
明
確
で
あ
り
、

地
方
自
治
の
自
主
性
を
損
な
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
知
事
会
な
ど
は
、
国
と
地
方
の
対
等
な
関
係
が
損

な
わ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
慎
重
な
議
論
を
求
め
て
い

ま
す
。
改
正
案
に
は
一
部
配
慮
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
不
十
分
な
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
、
国
と
地
方
自
治
体
の
健
全
な
関
係
を
維

持
す
る
た
め
、
改
正
法
案
の
審
議
を
急
が
ず
、
地
方
自
治

体
関
係
者
の
声
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
議
論
を
進

め
る
よ
う
政
府
と
国
会
に
求
め
ま
す
。

その他　自治功労賞受賞、意見書の提出についてその他　自治功労賞受賞、意見書の提出について



６月定例会では、13 名中４名が登壇しました。

掲載頁掲載頁 議員名議員名 質問項目質問項目

８P 石井　大輔
（いしい　だいすけ）

 ① 中学校部活動について ① 中学校部活動について

９P 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 小中学校体育館のエアコン設置について ① 小中学校体育館のエアコン設置について
 ② ごみ処理施設の今後について ② ごみ処理施設の今後について
 ③ 町内業者の育成について ③ 町内業者の育成について

10P 野口　美恵子
（のぐち　みえこ）

 ① 消滅可能性があると分類された件について ① 消滅可能性があると分類された件について

11P 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ① 自衛隊への個人情報の提供について ① 自衛隊への個人情報の提供について
 ② 鞍手中学校の「夢授業」について ② 鞍手中学校の「夢授業」について
 ③ ＰＦＡＳ（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）について ③ ＰＦＡＳ（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）について
 ④ 公共の入浴施設の確保について ④ 公共の入浴施設の確保について

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

７Ι 議会だよりくらて № 147

知知りたいことりたいこと望望むことむこと

一般
質問
　町長から提出された議案以外に、行政全般について現町長から提出された議案以外に、行政全般について現
状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者自身が要状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者自身が要
約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。
質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議
録として閲覧できます。録として閲覧できます。
※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありま※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありま
すので、ご了承ください。すので、ご了承ください。

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ



一一 問問質質般般

中学校の部活動がなくなり、クラブ
チーム化されていくのか

議
員　
本
町
の
部
活
動
の
地
域

本
町
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
具
体
的
に
方
向
性

移
行
に
つ
い
て
具
体
的
に
方
向
性

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
近
辺
の
状
況
等
を
見

て
、
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
は
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
中
学

校
に
は
18
の
部
活
動
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
鞍
手
町

に
全
部
で
き
る
か
と
い
う
検
討
を

し
て
い
き
な
が
ら
、
人
材
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
令

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
令

和
５
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
３

和
５
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
３

年
間
を
、
改
革
推
進
期
間
と
し
て

年
間
を
、
改
革
推
進
期
間
と
し
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
意
見

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
意
見

交
換
会
の
実
施
や
、
部
活
動
改
革

交
換
会
の
実
施
や
、
部
活
動
改
革

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
必
要

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な

計
画
が
あ
る
の
か
。

計
画
が
あ
る
の
か
。

教
育
長　
近
隣
の
市
町
を
見
て

い
き
な
が
ら
参
考
に
し
て
い
っ
て

今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
そ
の
ほ
か
、
外
部
コ
ー

そ
の
ほ
か
、
外
部
コ
ー

チ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
の
声
も
聞

チ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
の
声
も
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
話
し
合
い

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
話
し
合
い

で
決
ま
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

で
決
ま
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
。
ぜ
ひ
立
ち
上
げ
て
い
た

と
思
う
。
ぜ
ひ
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
部
の
ほ
か
文

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
部
の
ほ
か
文

化
部
が
あ
る
。
部
活
動
の
種
類
に

化
部
が
あ
る
。
部
活
動
の
種
類
に

よ
っ
て
地
域
ク
ラ
ブ
が
な
い
場
合
、

よ
っ
て
地
域
ク
ラ
ブ
が
な
い
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。

教
育
長　
和
太
鼓
部
の
ほ
う
も
、

月
に
２
回
指
導
者
が
入
っ
て
お
り

ま
す
。
毎
日
指
導
す
る
の
は
、
指

導
者
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
の

で
、
教
職
員
の
兼
職
兼
業
を
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
教
員
の
方
が
ク
ラ
ブ
チ

教
員
の
方
が
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
に
行
っ
て
指
導
す
る
と
給
料

ー
ム
に
行
っ
て
指
導
す
る
と
給
料

が
発
生
す
る
事
も
あ
る
が
、
熱

が
発
生
す
る
事
も
あ
る
が
、
熱

心
な
教
員
の
方
か
ら
の
申
出
に
よ

心
な
教
員
の
方
か
ら
の
申
出
に
よ

る
、
兼
職
兼
業
は
許
可
す
る
の
か
。

る
、
兼
職
兼
業
は
許
可
す
る
の
か
。

教
育
長　
あ
る
程
度
の
基
準
を

決
め
て
兼
職
兼
業
を
認
め
て
い
く

方
向
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員　
外
部
指
導
員
に
な
る
た

外
部
指
導
員
に
な
る
た

め
の
条
件
、
（
年
齢
、
人
数
、
報

め
の
条
件
、
（
年
齢
、
人
数
、
報

酬
等
）
は
。

酬
等
）
は
。

教
育
長　
外
部
指
導
者
は
、
指

導
す
る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等

に
係
る
専
門
的
な
知
識
、
技
能
を

有
し
、
か
つ
、
学
校
教
育
に
関
す

る
十
分
な
理
解
を
有
す
る
も
の
と

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年
齢
や

人
数
に
つ
い
て
は
制
限
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。
報
酬
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
時
間
１
，
６
０
０
円
で

予
算
の
範
囲
で
報
酬
を
支
払
っ
て

石
井
大
輔
（
い
し
い 

だ
い
す
け
）

お
り
ま
す
。

議
員　
年
齢
の
部
分
だ
が
、
高
校

年
齢
の
部
分
だ
が
、
高
校

生
、
大
学
生
で
も
大
丈
夫
な
の
か
。

生
、
大
学
生
で
も
大
丈
夫
な
の
か
。

教
育
長　
面
接
等
を
行
っ
て
い

き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
報
酬
の
部
分
で
上
限
等

報
酬
の
部
分
で
上
限
等

あ
る
の
か
。

あ
る
の
か
。

教
育
長　
１
，
６
０
０
円
の
３

時
間
の
35
週
、
20
人
で
予
算
を
組

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
３
３
６
万
円
と
い
う
予
算

組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
す

地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
す

る
の
が
難
し
い
場
合
も
考
え
る

る
の
が
難
し
い
場
合
も
考
え
る

と
、
外
部
指
導
員
の
増
員
、
そ
し

と
、
外
部
指
導
員
の
増
員
、
そ
し

て
、
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
に
な

て
、
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
に
な

る
と
思
う
が
。

る
と
思
う
が
。

教
育
長　
今
後
、
増
え
る
よ
う
な

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町
執

行
部
と
協
議
を
し
て
い
き
な
が
ら
、

１
人
当
た
り
の
時
給
等
々
は

守
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
中
学
校
の
部
活
動
改

中
学
校
の
部
活
動
改

革
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

革
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

必
要
な
お
金
の
要
望
が
あ
っ

必
要
な
お
金
の
要
望
が
あ
っ

た
と
き
に
は
出
せ
る
の
か
。

た
と
き
に
は
出
せ
る
の
か
。

町
長　
中
学
校
の
文
化
体
育

に
つ
い
て
は
、
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
体
の
予
算
の
範
囲
内
で
教
育
委

員
会
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

議
員　
教
員
の
長
時
間
労
働
の

教
員
の
長
時
間
労
働
の

是
正
が
で
き
る
一
方
、
経
済
格
差

是
正
が
で
き
る
一
方
、
経
済
格
差

に
よ
っ
て
機
会
を
奪
わ
れ
る
可
能

に
よ
っ
て
機
会
を
奪
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の

よ
う
に
考
え
質
問
し
た
。

よ
う
に
考
え
質
問
し
た
。

「地域に完全移行というのは難しいのではないか「地域に完全移行というのは難しいのではないか
と考えております。」と考えております。」

教育長
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石井大輔議員石井大輔議員
DAISUKE　ISHII  ＃８

石井大輔議員石井大輔議員



一一 問問質質般般

小中学校体育館にエアコン設置を

議
員　
小
学
校
統
合
後
の
体
育
館

小
学
校
統
合
後
の
体
育
館

の
利
用
は
。

の
利
用
は
。

教
育
長　
剣
南
小
敷
地
に
整
備
予

定
の
統
合
校
の
体
育
館
を
、
引
き
続

き
地
域
開
放
す
る
計
画
で
す
。　

ま
た
、
昨
年
度
の
６
小
学
校
の

使
用
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
統

合
校
と
中
学
校
の
体
育
館
で
、
社

会
体
育
の
使
用
は
可
能
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
避
難
所
や
投
票
所
と
し
て

避
難
所
や
投
票
所
と
し
て

の
活
用
は
。

の
活
用
は
。

町
長　
投
票
所
や
避
難
所
に
し
ま

し
て
も
、
今
後
公
共
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
政
府
よ
り
、
熱
中
症
対
策

政
府
よ
り
、
熱
中
症
対
策

を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
避
難
所

を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
避
難
所

に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置
検
討
の

に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置
検
討
の

依
頼
が
あ
り
、
来
年
度
ま
で
の
財
源

依
頼
が
あ
り
、
来
年
度
ま
で
の
財
源

手
当
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

手
当
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

早
急
に
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

早
急
に
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

ン
設
置
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

検
討
は
。

検
討
は
。

町
長　
鞍
手
中
学
校
の
体
育
館
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
早
急
に
考
え
て
い

き
ま
す
。
４
年
後
に
廃
校
に
な
る

小
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
、
自
治
体
と
し
て
許
さ
れ

る
の
か
。
社
会
体
育
や
避
難
所
、

投
票
所
で
の
利
用
な
ど
、
今
後
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
の
中
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
統
合
す
る
小
学
校
の
体

育
館
に
は
、
空
調
設
備
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

議
員　
新
た
な
可
燃
物
の
ご
み
処

新
た
な
可
燃
物
の
ご
み
処

理
施
設
の
処
理
方
式
は
。

理
施
設
の
処
理
方
式
は
。

町
長　
新
規
建
設
す
る
処
理
方
式

は
、
焼
却
、
焼
却
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ
、
好
気
性
発
酵
乾
燥
の
中
か

ら
施
設
組
合
に
お
い
て
今
年
度
中
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
環
境
省
へ
の
要
望
内
容
は
。

環
境
省
へ
の
要
望
内
容
は
。

町
長　
交
付
金
制
度
の
改
善
に
関

す
る
要
望
で
す
。

議
員　
大
規
模
工
事
に
係
る
、
町

大
規
模
工
事
に
係
る
、
町

内
業
者
へ
の
発
注
や
下
請
等
の
額

内
業
者
へ
の
発
注
や
下
請
等
の
額

と
割
合
は
。

と
割
合
は
。

管
財
課
長　
下
請
は
、
発
注
額
が

宇
田
川 

亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

把
握
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
分
は
積

算
か
ら
除
外
し
て
い
ま
す
。

く
ら
て
病
院
は
、
約
63
億
円
中
、

町
内
事
業
者
へ
の
発
注
割
合
は
約

３
・
７
％
、
約
２
・
３
億
円
。
庁
舎

等
建
設
事
業
は
、
約
49
億
円
中
、

約
11
・
６
％
、
約
５
・
７
億
円
。
中

央
公
民
館
大
規
模
改
修
事
業
は
、

約
３
・
７
億
円
中
、
約
３
・
８
％
、
約

３
・
１
億
円
で
す
。
全
体
で
事
業
費

総
額
約
１
１
６
億
円
中
、
約
９
・
５

％
、
11
億
円
で
す
。

議
員　
小
学
校
統
合
に
係
る
総
事

学
校
統
合
に
係
る
総
事

業
費
と
し
て

業
費
と
し
て
8080
億
円
以
上
に
な
る
。

億
円
以
上
に
な
る
。

町
内
業
者
の
育
成
と
町
内
の
経
済

町
内
業
者
の
育
成
と
町
内
の
経
済

活
性
化
の
た
め
、
極
力
町
内
業
者

活
性
化
の
た
め
、
極
力
町
内
業
者

に
仕
事
を
発
注
す
べ
き
だ
と
考
え

に
仕
事
を
発
注
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

る
が
。

町
長　
小
学
校
統
合
整
備
事
業
で

は
、
期
限
内
の
完
工
を
第
一
の
目
的

と
し
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
為
、
町
内
業
者
に
は
、
手

法
と
し
て
下
請
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
下
請
の
発
注
権
限
は
発
注
者

に
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
契
約
協

議
等
の
中
で
町
内
事
業
者
が
参
画

で
き
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

宇田川 亮議員宇田川 亮議員
AKIRA　UTAGAWA  ＃４

「統合する小学校は整備予定です。中学校は「統合する小学校は整備予定です。中学校は
協議し、早急に考えます。」協議し、早急に考えます。」

　長町

９Ι 議会だよりくらて № 147

ご
み
処
理
施
設
の
今
後

に
つ
い
て

町
内
業
者
の
育
成
に
つ

い
て

宇田川 亮議員宇田川 亮議員



一一 問問質質般般

消滅可能性があると分類された件に
関して今後の対策は

議
員　
消
滅
可
能
性
が
あ
る
と
分

消
滅
可
能
性
が
あ
る
と
分

類
さ
れ
た
件
に
関
し
て
、
民
間
有

類
さ
れ
た
件
に
関
し
て
、
民
間
有

識
者
な
ど
で
つ
く
る
人
口
戦
略
会

識
者
な
ど
で
つ
く
る
人
口
戦
略
会

議
が
４
月

議
が
４
月
2424
日
に
公
表
し
た
報
告

日
に
公
表
し
た
報
告

書
で
、
県
内

書
で
、
県
内
6060
市
町
村
の
う
ち
、

市
町
村
の
う
ち
、

筑
豊
や
京
築
地
域
な
ど
の
８
市
町

筑
豊
や
京
築
地
域
な
ど
の
８
市
町

村
が
、
将
来
的
に
消
滅
可
能
性
が

村
が
、
将
来
的
に
消
滅
可
能
性
が

あ
る
と
分
類
さ
れ
た
。
福
岡
市
近

あ
る
と
分
類
さ
れ
た
。
福
岡
市
近

郊
を
中
心
に
９
市
町
が
持
続
可
能

郊
を
中
心
に
９
市
町
が
持
続
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
、

性
が
高
い
と
さ
れ
、
1313
市
町
村
は

市
町
村
は

1010
年
前
か
ら
改
善
し
て
い
る
。
今

年
前
か
ら
改
善
し
て
い
る
。
今

回
の
報
道
で
、
町
民
の
方
々
か
ら
、

回
の
報
道
で
、
町
民
の
方
々
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
が
町
外
か
ら
町
内

「
子
ど
も
た
ち
が
町
外
か
ら
町
内

に
転
居
し
て
来
た
が
大
丈
夫
か
、

に
転
居
し
て
来
た
が
大
丈
夫
か
、

不
安
な
の
で
ど
う
に
か
し
て
欲
し

不
安
な
の
で
ど
う
に
か
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
が
、

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
が
、

今
後
具
体
的
に
何
か
対
策
を
講
じ

今
後
具
体
的
に
何
か
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

町
長　
平
成
26
年
に
、
民
間
組

織
で
あ
る
日
本
創
成
会
議
が
、
消

滅
可
能
性
都
市
を
公
表
し
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
、
国
を
挙
げ
て
地

方
創
生
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
消
滅
可
能
性
都
市
は
出
産

の
中
心
世
代
で
あ
る
20
代
、
30
代

の
女
性
の
人
口
が
30
年
後
に
ど
う

な
る
か
に
着
目
し
た
も
の
で
、
平

成
26
年
に
公
表
さ
れ
た
予
測
値
と

し
て
は
、
68
・
１
％
減
少
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
鞍
手
町
は

そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
福
岡

県
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
町
は
、
定
住
促
進
奨

励
金
交
付
事
業
や
子
ど
も
医
療
費

の
無
償
化
を
は
じ
め
と
し
た
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
消
滅
可
能
性
都
市
の

公
表
か
ら
10
年
経
過
し
た
令
和
６

年
４
月
、
民
間
組
織
で
あ
る
人
口

戦
略
会
議
が
公
表
し
た
地
方
自
治

体
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー
ト
に

お
い
て
は
、
消
滅
可
能
性
に
つ
い
て

福
岡
県
内
ワ
ー
ス
ト
８
ま
で
順
位

が
下
が
り
回
復
し
ま
し
た
。
30
年

後
の
20
代
、
30
代
女
性
の
人
口
は

50
・
５
％
減
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
測
値
が
50
％
の
減
少
と
な

る
場
合
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
僅
か

に
消
滅
可
能
性
都
市
か
ら
の
脱
却

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

10
年
間
で
17
・
６
％
の
改
善
が
見

ら
れ
、
改
善
幅
は
県
内
で
も
15
番

目
と
な
る
大
幅
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
成
果
が
徐
々
に
あ
ら
わ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
人
口

減
少
対
策
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

野
口
美
恵
子
（
の
ぐ
ち 

み
え
こ
）

野口美恵子議員野口美恵子議員
MIEKO　NOGUCHI  ＃５

「定住促進奨励金交付事業や子ども医療費の無償「定住促進奨励金交付事業や子ども医療費の無償
化をはじめとした人口減少対策に取り組んでき化をはじめとした人口減少対策に取り組んでき
ました。」ました。」

　長町

鞍手町
68.1

50.5

⇩

減少率（％）

平成 26 年

令和６年

【 消滅可能性自治体とは 】
　出産の中心世代とされる２０～３９歳の女性が２０２０年から２０５０年
までの３０年間に５０％以上減る見通しの自治体のことで、全国１，７２９
市町村の４割以上にあたる７４４の自治体が該当しています。

回復回復回復

議会だよりくらて № 147 Ι１０

野口美恵子議員野口美恵子議員



一一 問問質質般般

自衛隊への個人情報提供の除外申請者数は

議
員　
令
和
６
年
度
は
何
人
分
の

令
和
６
年
度
は
何
人
分
の

個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
提
供
す
る

個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
提
供
す
る

の
か
。

の
か
。

住
民
環
境
課
長　
自
衛
隊
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
情
報
提
供
を
行
っ

た
者
の
数
は
、
今
年
度
18
歳
に
な

る
方
が
男
性
64
名
、
女
性
58
名
の

計
１
２
２
名
、
今
年
度
22
歳
に
な

る
方
が
男
性
58
名
、
女
性
55
名
の

１
１
３
名
で
す
。

議
員　
合
計
２
３
５
名
と
い
う
個

合
計
２
３
５
名
と
い
う
個

人
情
報
が
提
供
さ
れ
る
が
、
３
月

人
情
報
が
提
供
さ
れ
る
が
、
３
月

議
会
で
の
答
弁
「
広
く
町
民
に
周

議
会
で
の
答
弁
「
広
く
町
民
に
周

知
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講

知
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
」
は
実
行
で
き
た
の
か
。

じ
る
」
は
実
行
で
き
た
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
の
ほ
か
、
役

場
内
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
も
行
い

ま
し
た
。
申
請
が
０
件
で
な
く
、
あ

る
程
度
の
周
知
の
効
果
は
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員　
周
知
徹
底
の
期
間
が
短
く
、

周
知
徹
底
の
期
間
が
短
く
、

周
知
徹
底
し
て
い
な
い
、
そ
の
結

周
知
徹
底
し
て
い
な
い
、
そ
の
結

果
が
こ
の
申
請
者
数
に
あ
ら
わ
れ

果
が
こ
の
申
請
者
数
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
全
国
状
況
は
、
本
来
あ

て
い
る
。
全
国
状
況
は
、
本
来
あ

る
べ
き
個
人
情
報
の
保
護
へ
と
向

る
べ
き
個
人
情
報
の
保
護
へ
と
向

か
っ
て
い
る
が
、
周
知
徹
底
で
き

か
っ
て
い
る
が
、
周
知
徹
底
で
き

な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年

な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年

度
か
ら
の
対
応
は
。

度
か
ら
の
対
応
は
。

町
長　
今
後
も
引
き
続
き
自
衛
隊

へ
の
提
供
を
希
望
し
な
い
人
を
除

い
た
う
え
で
、
依
頼
に
応
じ
て
い

く
予
定
で
す
。

議
員　
鞍
手
町
の
若
者
の
個
人
情

鞍
手
町
の
若
者
の
個
人
情

報
を
守
る
た
め
名
簿
は
提
出
せ
ず
、

報
を
守
る
た
め
名
簿
は
提
出
せ
ず
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

除
外
申
請
を
受
け
付
け
る
「
直
方

除
外
申
請
を
受
け
付
け
る
「
直
方

市
方
式
」
の
採
用
を
願
い
た
い
。

市
方
式
」
の
採
用
を
願
い
た
い
。

議
員　
運
営
主
体
は
ど
う
い
う
団

運
営
主
体
は
ど
う
い
う
団

体
か
。

体
か
。

教
育
長　
北
九
州
市
に
あ
る
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
研
究
会
」
で
、
鞍
手

中
学
校
で
は
以
前
か
ら
職
業
人
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、「
夢
授
業
」
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
の
で
、
令
和
元
年
か
ら
「
夢

授
業
」
を
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
昨
年
度
の
中
学
１
年
生
の

昨
年
度
の
中
学
１
年
生
の

場
合
、

場
合
、
2222
の
業
種
の

の
業
種
の
2525
人
の
方
々

人
の
方
々

が
講
師
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る

が
講
師
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る

が
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
取
り
組

が
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
取
り
組

み
の
経
過
、
職
種
・
講
師
の
選
定

み
の
経
過
、
職
種
・
講
師
の
選
定

は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

教
育
長　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究

会
」
の
ほ
う
が
し
て
お
り
ま
す
。

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

議
員　
講
師
と
し
て
２
名
の
自
衛

講
師
と
し
て
２
名
の
自
衛

官
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
官

官
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
官

招
聘
の
意
義
は
。

招
聘
の
意
義
は
。

教
育
長　
幅
広
い
職
業
を
調
べ
る

た
め
に
意
義
が
あ
り
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
研
究
会
」
が
招
聘
し
た
も
の

で
す
。

議
員　
他
中
学
校
で
の
自
衛
官
の

他
中
学
校
で
の
自
衛
官
の

肩
書
き
は
、「
防
衛
省
自
衛
隊
福
岡
地

肩
書
き
は
、「
防
衛
省
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部
募
集
課
募
集
班
」
と

方
協
力
本
部
募
集
課
募
集
班
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
自
衛
官

な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
自
衛
官

が
入
っ
て
い
る
意
義
は
。

が
入
っ
て
い
る
意
義
は
。

教
育
長　
い
ろ
い
ろ
な
幅
広
い
職

業
を
調
べ
る
と
い
う
意
義
で
入
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

議
員　
憲
法
憲
法
９９
条
の
あ
る
我
が
国

条
の
あ
る
我
が
国

の
公
教
育
の
場
で
、
教
育
内
容
を

の
公
教
育
の
場
で
、
教
育
内
容
を

学
校
の
判
断
で
決
定
せ
ず
、
ボ
ラ

学
校
の
判
断
で
決
定
せ
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
推
薦
を
受
け
入

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
推
薦
を
受
け
入

れ
て
実
施
す
る
、
こ
れ
は
や
る
べ

れ
て
実
施
す
る
、
こ
れ
は
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
教

き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
教

育
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
校
長
、

育
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
校
長
、

教
育
委
員
会
・
教
育
長
で
し
っ
か

教
育
委
員
会
・
教
育
長
で
し
っ
か

り
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

り
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

西藤典子議員西藤典子議員
NORIKO　SAITO  ＃12

「今年 22 歳になる男性の方１名、女性の「今年 22 歳になる男性の方１名、女性の
方１名の合計２名です。」方１名の合計２名です。」

住民環境課長

鞍
手
中
学
校
の
「
夢
授
業
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の
他
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の
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問
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★☆★☆★☆★☆★☆★　編 集 後 記　★☆★☆★☆★☆★☆★
　今年もまた暑い猛暑の季節がやってきました。６月 18 日定例議会が閉
会し、条例改正ほか専決処分承認、一般質問が行われました。今後も予
算など各事業費の補正が考えられます。町民の皆さんの納得いく予算を
見守っていく必要があります。議会だより編集も表紙のイメージ、内
容など毎回検討し親しみが持てるように考えています。一人でも多
くの方に読んでもらえれば幸いです。季節の変わり目です。皆様体
調管理に十分お気をつけください。　　　　　　【 許斐潤一郎 】

発行責任者：的野信之
編集スタッフ
委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子
委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

１ ２ ３ ４
開会日

５ ６ ７

８ ９
一般質問

10
一般質問

11
議案質疑

12
民生産業

13
総務文教

14

15 16 17
決算特別

18
予備日

19
閉会日

20 21

22 23 24 25 26 27 28

９９ SeptemberSeptember 20242024
13 時開会

次回定例会 (９月予定 )のお知らせ次回定例会 (９月予定 )のお知らせ

（進行状況により変更となる場合があります）
Don't miss the next episode!

鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に

関する特別委員会関する特別委員会 　【 現地視察編 】

　令和６年６月１８日（火）、第３回定例会閉会後
に議事堂において、第７回鞍手町新庁舎建設及び関
連事項に関する特別委員会が開催されました。
　次に、新庁舎建設中の現場へ行き、説明員として
管財課及び建築事業者を招き、議事堂の議席、椅子
等の確認を行いました。それぞれを確認後、関連す
る質疑応答を行いました。


